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開会 午前９時３０分 

 

○議長（橋本謙司君） 

  おはようございます。 

  それでは、今から始めたいと思います。 

  ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成３０

年豊能町議会３月定例会議を開会いたしま

す。 

  定例会議に当たりまして、町長から挨拶

がございます。 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、おはようございます。 

  豊能町議会３月定例会開会に当たりまし

て、一言御挨拶を申し上げます。 

  先日から体調不良により皆さんに御迷惑

をおかけしましたことに対しまして、心か

らお礼を申し上げたいと、このように思い

ます。 

  ちょうど３月１日、奈良のお水取りとい

うことで、奈良のお水取りが始まりますと

大体春がもう来た、そこまで来てるという

ことでございます。 

  私、体調非常に崩しておりますけれども、

皆さん方におかれましては何とぞ十分にお

体に気をつけていただきたい、このように

思います。 

  先ほどから町政運営方針、あるいは人事

案件につきましては朗読をさせていただき

たいと思っておりましたけれども、体調不

良のため副町長にお願いをしたいと思いま

すので御理解のほどよろしくお願いを申し

上げます。 

  今３月定例会におきましては非常に案件

が多く、３３件という案件を提案させてい

ただいております。皆さん方におかれまし

ては非常に慎重に御審議をいただき御決定

賜るようにお願い申し上げまして、簡単で

ございますけれども開会に当たりましての

御挨拶にかえさせていただきます。どうか

ひとつよろしくお願い申し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  ありがとうございます。 

  これより、本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

でございます。 

  なお、本会議の会議期間は、本日から３

月２６日までの２２日間といたします。 

  お諮りいたします。 

  広報特別委員会並びに町広報担当課より、

今会議期間中における写真撮影の申し出が

あります。申し出どおり、写真撮影を許可

することに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  異議なしと認めます。 

  よって今会議期間中の写真撮影を許可い

たします。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本会の会議録署名議員は、会議規則第１

２３条の規定により、８番・小寺正人議員、

９番・秋元美智子議員を指名いたします。 

  日程第２「町政運営方針について」を議

題といたします。 

  平成３０年度町政運営方針の表明を求め

ます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  皆さん、おはようございます。 

  平成３０年度町政運営方針を代読をさせ

ていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

  豊能町議会３月定例会議の開会にあたり、

平成３０年度の町政運営における基本的な

考え方と主な施策について、所信の一端を

申し上げます。 
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  本町の最大の課題は、人口減少と少子高

齢化です。また、それに伴い、町税が毎年

減少しています。 

  平成２８年度決算においては実質収支ベ

ースで黒字となったものの、町税の減収を

補うべき交付税や臨時財政対策債、譲与

税・交付金などは、国の地方財政施策によ

り大きく左右されるもので、本町の財政状

況は不安定なものと言わざるを得ない状況

です。 

  このため、若年層の定住化により人口減

少に歯止めをかけるとともに、「とよの・

再始動計画」の実施により、各事業や公共

施設などの合理化やさらなる歳入確保に努

めて、持続可能なまちづくりを進める必要

があります。 

  今後もより一層、地域住民や事業者など

地域の多様な主体と連携・協働し、近隣自

治体との広域連携による施策や事業の展開

を行いながら、職員一丸となって住民の期

待と信頼に応えてまいります。 

  平成３０年度予算案は厳しい財政状況に

鑑み経費の削減に努めましたが、そのよう

な中でも平成２８年３月に策定した「豊能

町まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基

本目標となる「今後目指すべき方向性」に

合致する次の５事業について重点的に予算

を配分しました。 

  【１】教育・子育て環境の充実を図る事

業 

  【２】農業の振興・活性化を図る事業。 

  【３】地域おこしに関する事業など、地

域の活性化を図る事業 

  【４】女性が活躍できる環境づくりを図

る事業 

  【５】高齢者・障害者などが住みやすい

環境を整える事業 

  の５点です。 

  例えば、妊娠期から子育て期まで切れ目

なく支援するための子育て世代包括支援セ

ンターの設置や「教育力・日本一」を目指

す保幼小中一貫教育を推進するための取り

組み、農産物直売所（道の駅）の開設に向

けた取り組み、平成２９年度に決定したブ

ランドメッセージを活用したシティプロモ

ーションへの取り組み、また女性のさらな

る活躍のための事業、ときわ台駅のバリア

フリー化などに、重点的に取り組んでまい

ります。 

  本町の平成３０年度当初予算案の総額は、 

  一般会計６５億7,５００万円 

  特別会計６０億7,９６３万1,０００円 

  水道事業会計９億8,６２１万7,０００円 

  合計１３６億4,０８４万8,０００円であ

ります。 

  以下、第４次豊能町総合計画に掲げてお

ります６つの基本目標と方向性の項目に区

分して、平成３０年度の町政運営の方針と

事業の内容につきまして、順次ご説明申し

上げます。 

  目標１「住民と行政との信頼・協働によ

るまちづくり」について 

  私は昨年タウンミーティングにおいて、

「地域づくり」をテーマの一つとして掲げ、

「地域のことは地域で」と訴えました。行

政だけでできることは限られています。住

民の方々の自主的な取り組みを支援すると

いう姿勢でまちづくりを進めます。 

  「まち・ひと・しごと」のシティプロモ

ーションでは、地域住民が地域の魅力を再

発見し、自ら発信するとともに、新たな魅

力を創造したり、課題を解決する取り組み

を通じて、地域の参画意欲を高め、町内外

の多様な主体を増やしていきます。 

  昨年はシティプロモーションの一環とし

て、豊能町のブランドメッセージをトヨノ

ノレポーターをはじめとした住民の方々と

作り上げてきました。今年度においては、
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町の魅力創造・課題解決を行うための理念

を表現したブランドメッセージ「曲がりく

ねって、ただいま。大阪府豊能町」を核と

して、豊能町への思いを持った地域住民と

一緒に豊能町公認レポーター専用のポータ

ルサイトも利用しながら豊能町の魅力を発

信し、豊能町ブランドを実現する取り組み

を進めます。 

  また、豊能町の魅力をさらに増やし、町

内外においてファンを獲得するために、ト

ヨノノドリーム（地域提案型事業）を実施

し、豊能町で夢の実現や新たなチャレンジ

をしたいと考えている方々を支援する取り

組みを進めます。 

  本町が抱える課題に、「豊能町」の認知

度の低さが挙げられます。この認知度向上

のため、「ゆるキャラグランプリ２０１

７」において過去最高の１２１位という結

果を残した「とよのん」の知名度をさらに

高め、町の様々な魅力や特性、特産品や観

光資源等を引き続き積極的に発信していき

ます。 

  ふるさと寄付については、ふるさと納税

サイトやインターネットを利用した支払い

システムの活用、寄付の使途の拡充や特産

品のさらなる充実など、寄付額の増加に向

けた取り組みを促進するとともに、豊能町

の魅力の発信を行います。また、ＮＰＯ支

援へのふるさと寄付を募り、地域における

ＮＰＯ活動の活性化を図ります。 

  目標２「地域で育て、地域で育つ、人を

大切にするまちづくり」について 

  近年、少子化や核家族化、地域連帯意識

の希薄化、育児不安を抱えるなど、子育て

家庭をとりまく環境が大きく変化する中、

子育て支援の重要性が増しています。その

ため、妊娠から出産・子育て期を切れ目な

く支援するため、総合的な支援を提供する

ワンストップ拠点として『子育て世代包括

支援センター』を設置し、子育て家庭の個

別ニーズを把握し、きめ細やかな支援を行

います。 

  教育の分野については、本町の就学前か

ら中学校にいたるまでの、教育上の諸課題

を克服し、子どもたちが夢や希望をもてる

ように、学びや育ちを切れ目なく支える保

幼小中一貫教育を展開するため、町内の保

育所、幼稚園、小・中学校の再配置を進め

ます。 

  また、小中一貫教育を円滑に実施できる

よう、小学校間の交流活動や中学校のクラ

ブ活動の交流を支援します。 

  学校教育では、子どもの学力向上は教員

の授業力向上であるという視点から、昨年

度より取り組んでいる学力向上プランを推

進し、保幼小中に指導員を配置し、授業づ

くり、ＩＣＴ（情報通信技術）活用、校内

研究などの活性化を支援します。また、子

どもが主体的に学ぶ姿勢を育むために、中

学生「まなび舎教室」を公民館等で実施し

ます。 

  コミュニケーション能力の育成のために、

国語、英語を中心にことばの力の向上に関

する取り組みとして、中学生には実用英語

技能検定試験、小学生（４～６年）には日

本漢字能力検定試験の受検料を補助します。

また、外国人の英語指導助手（ＡＬＴ）を

増員して、中学校のみならず小学校におい

ても英語教育の充実を図ります。国語では、

学力向上プランに基づいて国語授業の指導

員を配置します。 

  小中学校の普通教室においては、昨年度

に引き続きタブレット等の情報機器を整備

し、ＩＣＴを活用した情報教育の推進を図

ります。 

  中学校給食については、小学６年生の試

食や町独自の品を付ける工夫を行うなどの

改善に取り組み、給食の円滑な実施に努め
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ます。 

  生涯学習については、住民一人ひとりが、

自己の人格を磨き、豊かな人生を送ること

ができるよう、社会教育の関連団体間の交

流に努めるとともに、地域住民同士がお互

いに学びあっていくまちづくりを目指し、

積極的にボランティア活動に関与できるよ

うな事業の推進を図ります。 

  生活の中で自然と接することが少なくな

った子どもたちに、本町にある豊かな自然

を活かした、様々な自然を感じる体験活動

や文化財や歴史を活かした体験活動を推進

するとともに、将来のアスリートを育成す

るため、文化・スポーツ活動を支援します。 

  また、地域における体育・スポーツ関係

組織の自立支援に努め、世代間交流の促進

や事業の活性化に努めます。スポーツセン

ターシートスについては、指定管理者と連

携した事業・教室を実施し、体力の向上と

生涯にわたる健全な心と身体を培います。 

  図書館事業については、昨年より実施の

北摂地区７市３町及び川西市との公立図書

館の広域利用を積極的に活用することによ

り、利用者サービスの一層の向上を図りま

す。また、乳幼児・児童・青少年に対する

サービスを充実させるため、ブックスター

ト事業など、家庭における読書活動の推進

をはじめ、児童・青少年用図書の収集・提

供、学校等教育施設との連携の強化に努め

ます。図書館の施設面においては、利用者

用インターネット端末の導入をはじめ、正

確かつ迅速な検索システムの整備に努めま

す。 

  人権啓発の推進については、豊能町人権

尊重のまちづくり条例の目的である「あら

ゆる差別をなくし人権意識の高揚を図り、

すべての町民の基本的人権が尊重される明

るく住みよいまちづくり」を目指し、豊能

町人権まちづくり協会と連携しながら、人

権作品コンクールや研修、講演会等の人権

啓発活動の推進に引き続き取り組みます。 

  また、本町で様々な世代や異なる環境に

ある女性が、自分本来の可能性を発揮でき

るように、自らを振り返りながら自分らし

い一歩を踏み出せる人材の育成や、自らの

活躍の場を求める自発的な取り組みを支援

することにより、地域における互いのつな

がりの中で、女性の能力開花や暮らしの満

足度の向上を目指します。 

  目標３「豊かな自然景観・田園風景が生

きるまちづくり」について 

  棚田・ふるさと及び農空間の保全につい

ては、地域住民・ボランティア・企業など

と連携を図り、地域資源の適切な保全と、

増加する傾向にある遊休農地の発生防止・

解消や農地の維持・保全活動を協働して進

めます。 

  また、農業者とそれ以外の方との協働に

よる農空間の維持管理活動、環境保全や多

面的機能の増進を図る活動を行う団体に対

し、引き続き多面的機能支払交付金を交付

し支援します。 

  ごみ減量と資源化については、平成２９

年度を始期とする第２次豊能町ごみ処理基

本計画における「減量と資源化の目標」の

達成に向けて前年に引き続き住民や事業者

との連携と協働で取り組みます。 

  ごみ減量・資源化ＰＲ事業については、

資源循環型社会の構築に向けて、廃棄物減

量等推進員をはじめとする住民や事業者と

連携を深め、ごみの分別の研修やごみ減

量・資源化のための街頭ＰＲ活動等を引き

続き行います。各自治会や各種グループの

要請に基づく井戸端会議においては、ごみ

減量の工夫や方法についての意見交換に積

極的に取り組みます。 

  また、役場周辺の倉庫等に仮置きしてい

るダイオキシン類汚染物につきましては、
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豊能郡環境施設組合において引き続き処分

用地を選定すべく複数の自治会に協議の場

を設けていただき、ご理解を得ることに努

力しており、本年中には処分を完了する決

意で取り組みます。 

  目標４「元気で暮らせる支え合いのまち

づくり」について 

  団塊の世代が７５歳以上となる平成３７

年いわゆる２０２５年問題を見据え、高齢

者が可能な限り住み慣れた地域で自立した

日常生活を営むことが出来るよう、介護・

予防・医療・生活支援・住まい・自立した

日常生活等の支援が、包括的に確保・連携

されるよう地域包括ケアシステムを地域の

実情に応じて構築するとともに、第７期豊

能町高齢者福祉計画及び介護保険事業計画

に基づき、高齢者保健福祉や介護保険サー

ビスの充実を図ります。 

  認知症施策については、地域包括支援セ

ンターの「認知症地域支援推進員」を中心

に施策を展開するとともに、地域包括支援

センターの相談機能の強化、医療を含むチ

ーム支援、また地域住民をはじめ、地域の

関係機関とのネットワークの強化を推進し、

認知症の本人と家族を支援します。 

  老人福祉センターについては、シニア層

が明るく充実した生活を実現するため、高

齢者の社会参加や介護・認知症予防などの

健康づくりを支援する拠点づくりに取り組

みます。 

  また、平成２９年度に策定した第４期豊

能町障害者計画、第５期豊能町障害福祉計

画及び第１期豊能町障害児福祉計画を推進

し、誰もが生きがいを持ち、笑顔で暮らせ

る共生社会の実現に取り組みます。 

  国民健康保険制度については、これまで

市町村単位で運営を行ってまいりましたが、

制度改正により平成３０年度から都道府県

が財政責任を担うといったいわゆる国保の

広域化が実施されます。市町村は、府から

割り当てられた国保事業納付金を納めるこ

とで、今後の医療費の増大による財政基盤

が不安定になるリスクが軽減されます。被

保険者の方々には、人間ドック助成が府下

統一の保健事業として実施されますので、

これにより被保険者のさらなる健康増進を

図ります。 

  国保診療所については、引き続き照葉の

里箕面病院及び市立池田病院からの派遣診

療を実施しながら、今後の診療所のあり方

を検討します。そして、老朽化による医科

用レントゲン、心電計など医療機器の更新

を行います。また、新規事業として患者の

送迎を実施し、歯科の訪問診療の充実と併

せて来所患者数の増、ひいては国保診療所

の安定運営を図ります。 

  自殺対策については、「豊能町自殺対策

計画」を策定し、地域の特性に応じた自殺

対策を関係機関相互の密接な連携により総

合的に推進します。 

  目標５「活力のあるまちづくり」につい

て 

  農×観光戦略推進計画の達成のため、地

方創生推進交付金を受け、引き続きネット

ワーク会議の運営や観光拠点整備、特産品

開発、農産物等のブランド化、観光資源を

活かした地域活性化への支援等を実施しま

す。 

  また、平成２８年度に開設した直販所

「志野の里」の運営組織の農業法人化に向

けた支援を引き続き行うとともに、将来的

な道の駅や農産物直売所の開設に向けて、

農業用ハウスの設置補助や新規就農支援プ

ログラムの実施など農業生産力の強化に向

けた取り組みを進めます。 

  さらには、農業者と地域住民との協働に

よる道の駅・農産物直売所・滞在拠点施設

の開設に向けて、道の駅設置準備委員会を
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設置するとともに、施設の基本設計・実施

設計を行い、施設整備の具体化を進めます。 

  高山コミュニティセンター「右近の郷」

については、地域の活性化とともに観光や

農業交流の拠点としての役割が発揮できる

よう、地域住民や指定管理者と連携し、こ

れまでの事業を継承しつつ、より多くの来

館者が訪れるような魅力的な事業展開を進

めるとともに、当地域への来訪者の滞在時

間を長期化し、農×観光戦略を推進するた

め、古民家等を活用した宿泊・カフェ・レ

ストラン等の滞在拠点となる施設の開業に

挑戦する企業や個人に対して補助金を交付

し支援します。 

  森林整備については、森林の有する多面

的機能を維持・増進させ、美しく健全な森

林を育成するため、引き続き国の補助事業

を活用し、森林組合と連携をしながら実施

します。 

  野生鹿・猪・アライグマによる農作物等

への被害対策については、その被害が深刻

な問題であることから、引き続き狩猟によ

る個体数の調整を猟友会の協力のもと実施

します。また、昨年購入した可動式の有害

鳥獣捕獲檻の貸出しや平成３０年度から獣

害柵等の設置費用の補助を行い、農作物等

への被害防止に努めます。さらに、狩猟免

許取得に対する全額補助を実施するなど従

事者や後継者の人材育成にも取り組みます。 

  目標６「安全・安心のまちづくり」につ

いて 

  平成２５年３月策定の豊能町都市計画マ

スタープランを社会状況の変化等に合うよ

う現計画を検証し、さらなる都市づくりの

具体性ある将来ビジョンの確立を目指しま

す。 

  子育て世代、若年層の転出抑制や転入促

進、定住化を図るため、住民団体との連携

による「住まいの相談窓口」チャレンジシ

ョップにおける相談事業や空き家バンクの

充実など空き家の積極的な利活用並びに多

様な住まいの流通促進に向けて、農業をセ

ットとしたオプション付き住宅や、お試し

居住ができるトライアルステイ、学生等を

ターゲットとした異世代シェアハウス等に

取り組みます。 

  交通施策については、定住化の促進と高

齢者にやさしいまちづくりや地域の活性化

を目指した地域公共交通基本構想に基づき

推進します。 

  能勢電鉄「ときわ台駅」のバリアフリー

化（エレベータの設置）については、高齢

者や障害者等にとっても利用しやすい公共

交通環境の整備を進めるため、鉄道事業者

への補助を行うことによりその実現を図り、

さらなる住民の利便性とサービス向上を図

ります。 

  また、能勢電鉄「ときわ台駅」に路線バ

スを運行させるため、町道吉川中央線（と

きわ台地内）の道路線形改良と駅前広場の

実施設計等を行います。 

  ときわ台自転車駐車場については、新し

く整備し、地上化することにより、無人

化・無料化による効率的な運営、利便性の

向上を目指します。 

  消防団活動については、消防団は地域の

防火・防災の要として期待されていること

から、団の役割と機能を活かした活動を行

うとともに、常備消防機関との連携を強化

し、効果的な防災活動に努めます。 

  地域防災計画については、全国各地で近

年に発生した災害の教訓等を踏まえて、修

正された国の防災基本計画や大阪府地域防

災計画との整合を図るとともに、最新の防

災対策の知見を反映させ、より実効性の高

い計画となるよう修正します。 

  防災備蓄品については、大阪府の「大規

模災害時における救援物資に関する今後の
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備蓄方針」に基づき、巨大地震発生時の避

難所避難者数をもとに算出した必要品目を

計画的に備蓄します。 

  平成３０年度に運用を開始する防災行政

無線については、住民への情報伝達が迅速

かつ確実に行われるかを確認するとともに、

住民がスムーズに避難行動が取れるよう、

通報訓練を実施します。 

  また、引き続き職員等による防災出前講

座の実施や土砂災害警戒区域等に対応した

ハザードマップを住民と協働で作成する取

り組み、自主防災組織に対する防災資器材

等の購入補助を行い、地域防災力の向上を

図ります。 

  上水道事業は、事業の効率化、人員や経

費の削減に努めてまいりましたが、近年の

人口減少により給水収益が減少しているこ

とから、「独立採算性の原則」に基づき、

４月より水道料金を改定します。今後もよ

り効率的な事業運営と健全な経営に努めま

す。 

  また、大阪広域水道企業団との統合によ

る事業開始が平成３１年４月からできるよ

う、残された課題の解決に努めます。 

  下水道事業については、本町の普及率は

９9.９％と高く下水道整備はほぼ完了して

いることから、今後は老朽化が顕著な下水

道施設について、計画的な点検・調査及び

修繕・改築等を行うことにより、持続的な

下水道機能の確保とライフサイクルコスト

の低減を図ることを目的とした「ストック

マネジメント計画」を策定します。 

  むすびに 

  以上、新年度の町政運営に臨む私の思い

と本議会に提案しております平成３０年度

予算案の主な施策の概要について申し上げ

ました。 

  ３月には新名神高速道路の川西－神戸間

が開通し、全線開通することにより、京阪

神地域への交通アクセスは飛躍的に向上し、

町にとっても大きな転換期になります。こ

れを機会に豊能町の魅力をこれまで以上に

ＰＲするとともに、これからの町を担って

いく次世代をしっかりと見据えて、「豊能

町」を誇りに思える魅力あふれるまちづく

りを推進していきます。 

  これからの町政運営にあたりまして、議

員の皆さまの温かいご支援、力強いご協力

と、住民の皆さまの積極的なまちづくりへ

の参画を心からお願い申し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  お疲れさまでした。 

  日程第３「第１号報告 専決処分の報告

の件」の報告を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  おはようございます。 

  それでは、第１号報告、専決処分の報告

の件について御報告申し上げます。 

  議案書は１ページから２ページをごらん

ください。 

  本件は、公用車の事故に係る和解及び損

害賠償の額を定めることにつきまして、地

方自治法第１８０条第１項の規定により専

決処分しましたので、同条第２項の規定に

より報告するものです。 

  専決処分の内容でございますが、専決日

は、専決第１号として平成３０年１月２２

日でございます。 

  相手方は、兵庫県川西市萩原３丁目４番

１０号、梅原祐子様です。 

  事故の概要は、平成２９年１１月６日午

前１１時２８分ごろ、池田市畑３丁目の駐

車場において幼稚園バスが当該駐車場から

出る際、前面道路が狭いため車両を繰り返

し前後に動かしていたところ、駐車場内に

駐車していた相手方車両に接触し、同車両

に損害を与えたものでございます。 
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  和解の内容は、町の過失割合を１００％

とし、相手方車両の修繕料２８万円を損害

賠償金として相手方に支払うものです。 

  以上、御報告申し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第４「第１号承認 専決処分事項の

承認を求める件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第１号承認、専決処分事項の承認を求め

る件（平成２９年度豊能町一般会計補正予

算）について御説明申し上げます。 

  今回の補正予算は、株式会社柳井組に対

し損害賠償請求を行うに当たり、財産の仮

差押手続を行うため裁判所に対して現金を

供託する必要があったことから、その費用

を補正するものでございます。 

  この予算につきましては議会を招集する

時間的余裕がなかったことから、地方自治

法第１７９条第１項の規定により専決処分

を行い、その内容を同条第３項の規定によ

り報告し御承認をお願いするものでござい

ます。 

  それでは補正予算書の１ページをお願い

いたします。 

  平成２９年度豊能町一般会計補正予算書

（第６回）でございます。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額にそれぞれ3,０００万円を増額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞ

れ６８億3,６６２万4,０００円とするもの

であります。 

  補正後の款項の区分及び歳入歳出予算の

金額は、２ページの「第１表 歳入歳出予

算補正」に記載のとおりであります。 

  それでは、今回の歳入歳出予算の補正内

容について、まず歳出から御説明申し上げ

ます。 

  ７ページをお願いいたします。 

  款２・総務費、項１・総務管理費、目

５・財産管理費の２．普通財産管理事業で

ございますが、財産の仮差押を行うための

供託金でございます。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に歳入について御説明申し上げます。 

  ６ページをお願いをいたします。 

  款１８・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金でありますが、今

回の補正の財源調整として基金を繰り入れ

るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御承認をいただきますようよろしくお願

いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  永谷議員。 

○６番（永谷幸弘君） 

  おはようございます。６番・永谷です。 

  第１号報告の専決処分の報告の件につい

て質問いたします。 

  ２８万円という。 

○議長（橋本謙司君） 

  それじゃない。もう報告だけやから、そ

れは。よろしい。 

  今のは割愛します。 

  質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。ないですか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり承認することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 
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○議長（橋本謙司君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号承認は、原案のとおり承

認することに決定いたしました。 

  日程第５「第１号諮問 人権擁護委員の

推薦につき意見を求めることについて」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第１号諮問、人権擁護委員の推薦につき

意見を求めることについて御説明申し上げ

ます。 

  人権擁護委員の任期満了に伴う同委員の

候補者の推薦に際し、人権擁護委員法第６

条第３項の規定により、議会の意見を求め

るものでございます。 

  意見を求める方の御住所は、豊能町吉川

１７３番地。お名前は、向井裕彦さんです。

生年月日は昭和３１年１１月２２日でござ

います。 

  向井さんは箕面市に勤務され、その在任

中から保護司をお務めになっております。

その他の略歴については別紙のとおりでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御意見を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  これより本件に対する質疑を行います。

ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり適任と認めること

に賛成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（橋本謙司君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号諮問は、原案のとおり適

任と認められました。 

  日程第６「第１号議案 豊能町教育長の

任命につき同意を求めることについて」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第１号議案、豊能町教育長の任命につき

同意を求めることについて御説明申し上げ

ます。 

  本件は、教育長の任期満了に伴う次期教

育長の任命に際し、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第４条第１項の規定に

より議会の同意を求めるものでございます。 

  次期教育長には新谷芳宏教育長を引き続

き任命いたしたく存じます。 

  任期は、４月１日から３年間でございま

す。その他、経歴につきましては別紙のと

おりでございます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

同意を賜りますよう、よろしくお願いいた

します。 

○議長（橋本謙司君） 

  これより本件に対する質疑を行います。

ありませんか。遠慮なく、あれば言ってく

ださい。よろしい。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  討論を終結いたします。 
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  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり同意することに賛

成の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（橋本謙司君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号議案は、原案のとおり同

意することに決定いたしました。 

  日程第７「第２号議案 豊能町一般職の

任期付職員の採用に関する条例制定の件」

を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第２号議案、豊能町一般職の任期付職員

の採用に関する条例制定の件について御説

明申し上げます。 

  議案書の５ページから１２ページ及び条

例の概要資料をあわせてごらん願います。 

  本件は、地方公共団体の一般職の任期付

職員の採用に関する法律に基づく一般職の

任期付職員の採用を行うことができるよう

条例を制定するものでございます。 

  それでは条例の内容について御説明申し

上げます。 

  第１条では条例の趣旨を規定しておりま

す。 

  第２条から第４条までは任期付職員の採

用の区分・用件を規定しております。 

  まず第２条は、専門的な知識経験を有す

る者を任期を定めて採用する場合を規定し、

第１号は専門的な知識経験を有する職員の

育成に相当の期間を要する場合、第２号は

急速に進歩する技術に係る業務で、知識の

有効性が一定期間に限られる場合、第３号

は専門的な知識経験を有する職員がほかの

業務に従事する場合の代替の場合、第４号

は最新の専門的な知識経験を必要とする業

務の場合としております。 

  任期につきましては第６条第１項に規定

しておりまして、５年以内、更新は採用か

ら５年以内の任期で可能としております。 

  次に、第３条は時限的な業務に任期を定

めて採用する場合を規定し、第１号は一定

の期間内に終了することが見込まれる業務

に従事する場合、第２号は一定の期間内に

限り業務量の増加が見込まれる業務に従事

する場合としております。 

  任期につきましては第５条と第６条第２

項に規定しておりまして、３年以内、特に

必要な場合は５年まで可能とし、更新は採

用から３年以内、特に必要な場合は５年以

内の任期で可能としております。 

  次に、第４条は短時間勤務職員を任期を

定めて採用する場合を規定し、第１項は第

３条と同様の業務に従事する場合、第２項

は住民に対するサービスの提供時間を延長

もしくは繁忙期のサービス提供体制を充実

またはその延長時間・体制を維持する必要

がある場合、第３項は介護休暇、部分休業

等の代替の場合としております。 

  任期につきましては第３条の職と同様で

ございます。 

  附則としまして、この条例は平成３０年

４月１日から施行することとし、また関係

する職員の勤務時間、休日休暇等に関する

条例、豊能町職員の育児休業等に関する条

例、豊能町一般職の職員の給与に関する条

例及び職員の退職手当に関する条例を一部

改正するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第８「第３号議案 豊能町指定居宅

介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護

支援等の事業の人員及び運営に関する基準

を定める条例制定の件」を議題といたしま
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す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第３号議案、豊能町指定居宅

介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護

支援等の事業の人員及び運営に関する基準

を定める条例制定の件につきまして、提案

理由の説明をさせていただきます。 

  本条例は、地域における医療及び介護の

総合的な確保を推進するための関係法律の

整備等に関する法律による介護保険法の一

部改正に伴い、指定居宅介護支援事業者の

指定並びに指定居宅介護支援等の事業の人

員及び運営に関する基準を定めるものでご

ざいます。 

  １４ページ並びに条例の概要をごらんく

ださい。 

  条例の初めに目次を設けさせていただき

まして、第６章までの章立てとしてござい

ます。 

  第１章では総則といたしまして、この条

例の趣旨、用語の意義等について規定し、

第２章では指定居宅介護支援事業者に指定

してはならない者は法人でない者とし、次

の第３章では基本方針として指定居宅介護

支援事業における配慮すべき事項等につい

て定めてございます。第４章では人員基準

を、第５章では運営基準を、第６章では第

３章から第５章までの規定を基準該当居宅

介護支援事業について準用する規定を定め

ているものでございます。 

  最後に、附則といたしまして、この条例

は平成３０年４月１日から施行し、また経

過措置といたしまして平成３３年３月３１

日までの間は介護支援専門員を事業所の管

理者とすることができることとしてござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますようよろしくお願いをい

たします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第９「第４号議案 豊能町附属機関

に関する条例改正の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第４号議案、豊能町附属機関に関する条

例改正の件について御説明申し上げます。 

  議案書の３３ページ、３４ページ及び条

例の概要説明資料をごらん願います。 

  本件は、小中一貫校の整備を見据え、学

校施設の跡地利用や本庁舎の整備も含め公

共施設の再編に関する必要な事項について

の調査審議に関する事務を行う附属機関を

設置するものでございます。 

  附属機関の名称は、豊能町公共施設再編

検討委員会でございます。 

  担任する事務は、公共施設の再編に関す

る必要な事項についての調査審議に関する

事務といたします。 

  構成員は、学識経験者、各種団体町職員

など１５名以内。 

  委員会の立ち上げは、学校再配置の計画

進行に一定のめどがついた時点を予定して

おります。 

  なお、附則としまして、この条例は平成

３０年４月１日から施行することとし、豊

能町報酬及び費用弁償条例を改正し、委員

長報酬を日額１万5,０００円、委員の報酬

を日額7,０００円と定めるものでございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１０「第５号議案 豊能町附属機
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関に関する条例改正の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  それでは、第５号議案、豊能町附属機関

に関する条例改正の件について説明をさせ

ていただきます。 

  議案書３５ページ、３６ページ、及び条

例の説明資料をお願いいたします。 

  提案理由につきましては、道の駅の設置

に関する重要な事項についての調査審議に

関する事務を行う附属機関を設置するもの

でございます。 

  主な改正概要は、第１条第１号の表に名

称として、豊能町道の駅設置準備委員会で、

担任する事務といたしましては道の駅の設

置に関する重要な事項についての調査審議

に関する事務でございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成３

０年４月１日から施行することとし、豊能

町報酬及び費用弁償条例を改正いたしまし

て別表の障害者計画策定委員の項の次に道

の駅設置準備委員会委員の委員長の報酬を

日額１万円、同委員については日額7,００

０円を加えるものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１１「第６号議案 豊能町附属機

関に関する条例改正の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  それでは、第６号議案、豊能町附属機関

に関する条例改正の件について御説明申し

上げます。 

  議案書３７ページ及び概要説明書、新旧

対照表もあわせてごらんください。 

  豊能町附属機関に関する条例の一部を改

正する条例を次のように定めるものでござ

います。 

  提案理由は、いじめ防止対策推進法第１

４条第３項の規定によりいじめの防止等の

ための対策についての調査審議及び同法第

２８条第１項に規定する重大事態に係る事

実関係を明確にするための調査に関する事

務を行う附属機関を設置するものです。 

  次のページをごらんください。 

  豊能町附属機関に関する条例の一部を次

のように改正するもので、第１条第２号の

表の区分欄に、豊能町学校問題調査対策委

員会を、担任する事務欄にいじめの防止等

のための対策についての調査審議及びいじ

め防止対策推進法第２８条第１項に規定す

る重大事態に係る事実関係を明確にするた

めの調査に関する事務を加えるものです。 

  附則において、第１条ではこの改正条例

は平成３０年４月１日から施行するものと

し、第２条では豊能町報酬及び費用弁償条

例の一部を改正し、学校問題調査対策委員

会委員の報酬を日額１万円とするものでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

決定いただきますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１２「第７号議案 職員の管理職

手当に関する条例改正の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第７号議案、職員の管理職手当に関する

条例改正の件について御説明申し上げます。 

  議案書の３９ページ、４０ページ及び条
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例の概要資料をあわせてごらん願います。 

  本件は管理職手当の支給月数を改定する

とともに支給する職を追加するものでござ

います。 

  それでは条例の改正内容について御説明

申し上げます。 

  別表中、部長、政策事業統括官、議会事

務局長、教育次長、医長の支給月額を５万8,

０００円から６万円に、会計管理者の支給

月額を５万8,０００円から４万5,０００円

に、課長、支所長、出納室長、幼稚園長、

保育所長、こども園長、農業委員会事務局

長、選挙管理委員会事務局長、広報委員会

事務局長の支給月額を４万円から４万5,０

００円に、主幹の支給月額を３万8,０００

円から４万円に、課長補佐、園長補佐、所

長補佐、副園長の支給月額を２万8,０００

円から３万5,０００円に、保健師長、副主

幹の支給月額を２万8,０００円から３万円

にそれぞれ改定するとともに、支給する職

をこども園長、副園長及び保健師長を追加

し、また期間別の項を削除し別表を整理す

るものでございます。 

  附則としましてこの条例は平成３０年４

月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１３「第８号議案 豊能町手数料

条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  それでは、第８号議案、豊能町手数料条

例改正の件につきまして説明をさせていた

だきます。 

  議案書４１ページ、４２ページ及び条例

の概要資料をお願いいたします。 

  豊能町手数料条例の一部を改正する条例

を次のように定めるものでございます。 

  提案理由につきましては、地方公共団体

の手数料の標準に関する政令の改正に伴い

まして、砂利採取計画の認可に関する事務

等の手数料を改定するとともに、土壌汚染

対策法の改正に伴い汚染土壌処理業に係る

譲渡の承認に関する事務等について手数料

を定めるものでございます。 

  改正の主な内容を説明をさせていただき

ます。 

  豊能町手数料条例の改定でございますけ

れども、砂利採取計画の認可については１

件当たり３万7,７００円から３万3,９００

円に、砂利採取計画の変更認可は１件当た

り１万7,０００円から１万5,０００円に改

定するものでございます。 

  また、土壌汚染対策法に基づく事務に関

するものの表中４としまして汚染土壌処理

業に係る譲渡及び譲受けの承認で１件当た

り手数料の額を９万3,２００円を、５とし

て汚染土壌処理業に係る法人の合併または

分割の承認で１件当たり９万3,２００円を、

６として汚染土壌処理業に係る相続の承認

で１件当たり９万3,２００円を追加するも

のでございます。 

  附則といたしましてこの条例は平成３０

年４月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上です。御審議いただき御決定

いただきますようお願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１４「第９号議案 豊能町特定教

育・保育施設及び特定地域型保育事業の運

営に関する基準を定める条例改正の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  南教育次長。 

○教育次長（南 正好君） 

  第９号議案、豊能町特定教育・保育施設
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及び特定地域型保育事業の運営に関する基

準を定める条例改正の件について御説明申

し上げます。 

  議案書４３ページ及び概要説明書、新旧

対照表もあわせてごらんください。 

  豊能町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例を、次のように定

めるものでございます。 

  提案理由は、平成２９年４月２６日に公

布された、地域の自主性及び自立性を高め

るための改革の推進を図るための関係法律

の整備に関する法律により、就学前の子ど

もに関する教育・保育等の総合的な提供の

推進に関する法律が一部改正されたことに

伴い、引用条項に項ずれが生じるため所定

の整備を行うものです。 

  次のページをごらんください。 

  豊能町特定教育・保育施設及び特定地域

型保育事業の運営に関する基準を定める条

例の一部を次のように改正するもので、第

１５条第１項第２号中、同条第９項を同条

第１１項に改めるものです。 

  附則においてこの改正条例は平成３０年

４月１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

決定いただきますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１５「第１０号議案 豊能町国民

健康保険条例改正の件」を議題といたしま

す。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第１０号議案、豊能町国民健

康保険条例改正の件につきまして、提案理

由の御説明をいたします。 

  今回の改正は国民健康保険法の改正に伴

い所要の改正を行うものでございます。 

  議案書の４５ページでございますが、新

旧対照表をごらんください。 

  第２条は国民健康保険法第１１条に定め

られている、市町村に国民健康保険運営協

議会を置くという規定が市町村の国民健康

保険事業の運営に関する協議会を置くと改

められたことに伴い、当該規定により本町

に設置する協議会の名称を豊能町国民健康

保険運営協議会とする規定を新設し、名称

を明確化するものでございます。 

  第１０条では、当該条例において引用す

る国民健康保険法第７２条の号が２項立て

となったことに伴う規定の整備でございま

す。 

  なお附則といたしましては、この条例は

平成３０年４月１日から施行するものでご

ざいます。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

決定いただきますようよろしくお願いを申

し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１６「第１１号議案 豊能町国民

健康保険税条例改正の件」を議題といたし

ます。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第１１号議案、豊能町国民健

康保険税条例改正の件につきまして、提案

理由の御説明をいたします。 

  今回の改正は国民健康保険法の改正によ

り、国民健康保険事業費納付金を都道府県

に納付することに伴う所要の改正を行うと

ともに、今後、府内で統一される基準に合

うよう、段階的に保険税額等を改正するも

のでございます。 

  議案書につきましては４７ページでござ

いますが、初めに条例の概要をごらんくだ
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さい。 

  改正の内容でございますが、所得割総額、

被保険者均等割総額、世帯別平等割総額の

課税総額に対する割合の改定、課税額につ

いての規定の改正、保険税額等の改正でご

ざいます。 

  それでは新旧対照表をごらんください。 

  第１条の２第１項では、大阪府内統一保

険料を目指した大阪府国民健康保険運営方

針により、均等割、平等割の割合がこれま

での７０対３０から、多子世帯に配慮すべ

く６０対４０に見直されるため、段階的に

改正するものでございます。 

  次の第２項介護納付金分保険料は、所得

割と均等割の２号式となるため段階的に見

直すものでございます。 

  第２条は課税額の規定の見直し、第３条

から第５条の２までは医療分に係ります税

率の改正でございます。 

  第３条第１項は所得割を7.１０％から7.

４２％に、第５条は均等割を３万1,３００

円から２万9,９００円に、第５条の２は平

等割の一般世帯を２万4,８００円から２万5,

５００円に、特定世帯を１万2,４００円か

ら１万2,７５０円に、特定継続世帯を１万8,

６００円から１万9,１２５円に、また第５

条の３から５までは後期高齢者支援金に係

ります税率の改正でございまして、所得割

を2.１６％から2.３６％に、均等割は9,５

００円から変わらず、平等割の一般世帯を7,

６００円から8,１００円に、特定世帯を3,

８００円から4,０５０円に、特定継続世帯

を5,７００円から6,０７５円に、次の第６

条から第７条の３までは介護納付金に係り

ます改正でございますが、所得割を2.１

１％から2.１６％に、均等割を9,０００円

から１万３００円に、平等割を4,７００円

から3,０００円にそれぞれ改正するもので

ございます。 

  また１３条につきましては被保険者世帯

の所得状況等による保険税の軽減額を規定

しており、７割、５割、２割の均等割、平

等割の減額につき規定を改正するものでご

ざいます。 

  なお附則といたしまして、この条例は平

成３０年４月１日から施行するものでござ

います。また、改正後の規定は平成３０年

度以降の年度分につきまして適用し、平成

２９年度分まではなお従前の例によるもの

といたします。 

  説明は以上でございます。御審議の上御

決定くださいますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１７「第１２号議案 豊能町介護

保険条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  第１２号議案、豊能町介護保険条例改正

の件につきまして、提案理由の説明をいた

します。 

  今回の改正は、第７期介護保険事業計画

期間であります平成３０年度から平成３２

年度までの３年間について介護保険の適正

な運営を図るため、第１号被保険者の介護

保険料率を改定するとともに、延滞金や過

料の規定などについて所要の改正を行うも

のでございます。 

  議案書につきましては５１ページでござ

います。 

  それでは新旧対照表をごらんください。 

  まず第７条、保険料率の期間を平成３０

年度から平成３２年度に改めます。 

  次に第７条の各号は第１号から順に各段

階における保険料となり、第６期同様１２

段階とするため、第１段階であります第７

号、第１号の額を３万2,４７３円に改め、
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順に第２段階は４万5,４６２円に、第３段

階は４万8,７１０円に、第４段階は５万8,

４５２円に、基準額となります第５段階は

６万4,９４７円に、第６段階は７万7,９３

６円に、第７段階は８万4,４３１円に、第

８段階は９万９２５円に、第９段階は１０

万3,９１５円に、第１０段階は１１万6,９

０４円に、第１１段階は１２万１５１円に、

第１２段階は１２万9,８９４円にそれぞれ

改めるものでございます。 

  次に第２項では、低所得者である第１段

階の被保険者について軽減する規定を定め

てございます。 

  第１４条では1,０００円未満の延滞金は

切り捨てる規定を、第１８条では過料につ

いての改正を定めております。 

  なお附則でございますが、第１項として

施行日は平成３０年４月１日から施行する

ものといたします。第２項といたしまして

改正後の保険料は平成３０年度から適用し、

平成２９年度以前の保険料は従前の保険料

とするものとしてございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

をいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１８「第１３号議案 豊能町後期

高齢者医療に関する条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  第１３号議案、豊能町後期高齢者医療に

関する条例改正の件につきまして、提案理

由の説明をいたします。 

  今回の改正は、高齢者の医療の確保に関

する法律の改正に伴い、町が保険料を徴収

する被保険者を追加等するほか、延滞金の

規定などについて所要の改正を行うもので

ございます。 

  議案書の５４ページでございます。 

  それでは条例の概要及び新旧対照表をご

らんください。 

  まず第３条、保険料を徴収すべき被保険

者の規定に、住所地特例の適用を受けた国

保被保険者については後期高齢者医療に加

入した場合でもその適用を引き継ぐことで

保険料を徴収する被保険者を追加等するも

のでございます。 

  次に第６条では、1,０００円未満の延滞

金は切り捨てる規定の改正を定めておりま

す。 

  なお附則でございますが、この条例は平

成３０年４月１日から施行するものとして

ございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

をいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第１９「第１４号議案 豊能町営住

宅条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  それでは、第１４号議案、豊能町営住宅

条例改正の件につきまして、説明をさせて

いただきます。 

  議案書の５６ページ、５７ページ及び条

例概要書をお願いいたします。 

  豊能町営住宅条例の一部を改正する条例

を次のように定めるものでございます。 

  提案理由につきましては、公営住宅法施

行令及び公営住宅法施行規則の改正に伴い

まして、本条例において引用しております

施行令施行規則の条ずれが生じたために規

定の整備を行うものでございます。 

  改正の主な内容について説明をさせてい

ただきます。 
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  本条例の改正は公営住宅法施行令及び公

営住宅法施行規則の改正に伴いまして文言

の整理を行うものでございます。 

  第１１条の第１項中で「第１０条」を

「第１１条」に改正するものでございます。

同様に、第１２条の第１項中「第１１条」

を「第１２条」に、第１４条の第２項中

「第８条」を「第７条」に、第３７条及び

第３８条で「第１１条」を「第１２条」に

改めるものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は、公布

の日から施行するものでございます。 

  説明は以上です。御審議賜り御決定くだ

さいますようよろしくお願いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２０「第１５号議案 豊能町都市

公園条例改正の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  それでは、第１５号議案、豊能町都市公

園条例改正の件につきまして御説明をさせ

ていただきます。 

  豊能町都市公園条例の一部を改正する条

例を次のように定めるものでございます。 

  議案書の５８ページ、５９ページ及び条

例の概要書をごらんください。 

  提案理由は、都市公園法施行令の改正に

伴いまして、都市公園に設ける運動施設の

敷地面積の総計の当該都市公園の敷地面積

に対する割合の上限について定めるもので

ございます。 

  豊能町都市公園条例の一部を次のように

改正するものでございます。 

  第２条の５第１項中「この条」の次に

「及び次条」を加えることでございます。

第２条の６を第２条の７とし、第２条の５

の次に新たに、（公園施設に関する制限）

を第２条の６として、令第８条第１項の条

例で定める割合は、１００分の５０とする。

を新たに追加し、別表中「（第２条の６関

係）」を「（第２条の７関係）」に改める

ものでございます。 

  附則といたしまして、この条例は平成３

０年４月１日から施行するものでございま

す。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定くださいますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２１「第１６号議案 豊能町消防

団員等公務災害補償条例改正の件」を議題

といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内田総務部長。 

○総務部長（内田 敬君） 

  第１６号議案、豊能町消防団員等公務災

害補償条例改正の件について御説明申し上

げます。 

  議案書の６０ページから６２ページ及び

条例の概要資料をあわせてごらん願います。 

  本件は、非常勤消防団員等に係る損害補

償の基準を定める政令の改正に伴い、損害

補償の算定の基礎となる補償基礎額の加算

額について改正するものでございます。 

  それでは条例の改正内容について御説明

申し上げます。 

  非常勤消防団員等に対する損害補償に係

る補償基礎額の加算額を政令と同様に改正

し、改正後は配偶者を２１７円、子を３３

３円、配偶者と子以外の扶養親族を２１７

円とし、あわせて規定の整備を行うもので

ございます。 

  また、引用する条文を改正いたします。 

  附則としまして、この条例は平成３０年

４月１日から施行することとし、また、経

過措置を規定するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ
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き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２２「第１７号議案 大阪広域水

道企業団の共同処理する事務の変更及びこ

れに伴う大阪広域水道企業団規約の変更に

関する協議について」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第１７号議案、大阪広域水道

企業団の共同処理する事務の変更及びこれ

に伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関

する協議について、提案理由の御説明を申

し上げます。 

  議案書の６３ページをお開きください。 

  本件は、豊能町を初め泉南市、阪南市、

能勢町、忠岡町、田尻町及び岬町の７市町

と大阪広域水道企業団との統合により大阪

広域水道企業団が共同処理する事務を追加

すること及びこれに伴う大阪広域水道企業

団規約の変更に関して、地方自治法第２８

６条第１項の規定に基づき協議するため、

同法第２９０条の規定により提案するもの

でございます。 

  変更の内容でございますが、議案書６４

ページ及び新旧対照表をあわせてごらんく

ださい。 

  第１条といたしまして、別表第２中の

「四條畷市」を「泉南市、四條畷市」に改

め、「四條畷市」の次に「、阪南市、豊能

町、忠岡町、田尻町、岬町」を加えるもの

でございます。 

  第２条といたしまして、別表第２中の

「豊能町」の次に「、能勢町」を加えるも

のでございます。 

  附則といたしまして、第１条は平成３１

年４月１日から、第２条は平成３６年４月

１日から施行するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２３「第１８号議案 町道路線の

認定、廃止、一部廃止及び変更の件」を議

題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  鴻野建設環境部長。 

○建設環境部長（鴻野芳樹君） 

  それでは、第１８号議案、町道路線の認

定、廃止、一部廃止及び変更の件につきま

して御説明を申し上げます。 

  議案書６５ページから６８ページをお願

いいたします。 

  道路法第８条第１項第１０条第１項及び

第２項の規定によりまして次のとおり路線

を認定し、廃止し、一部廃止し、及び変更

を行うものでございます。 

  提案理由は、町道路線の認定、廃止、一

部廃止及び変更を行うため、道路法第８条

第２項及び第１０条第３項の規定により議

会の議決をお願いするものでございます。 

  改正の概要につきましては議案書の６６

ページから６８ページに記載のとおりでご

ざいまして、新たに認定する路線は、町道

宮ノ東線、久保田線、中東谷線、西谷線、

矢取石線、平尾線、下辻浦線、東ときわ台

９４号線、東ときわ台９５号線の９路線で、

廃止路線はゴンボ山線の１路線、一部廃止

路線は切畑中央線の１路線、変更路線は二

ノ谷線、下辻垣内線、西野中ノ西線、切畑

妙見線、中ノ垣内線、向山線、福田戸知山

線の７路線でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定くださいますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２４「第１９号議案 平成２９年
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度豊能町一般会計補正予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第１９号議案、平成２９年度豊能町一般

会計補正予算の件について御説明申し上げ

ます。 

  補正予算書の１ページをお願いいたしま

す。 

  平成２９年度豊能町一般会計補正予算

（第７回）であります。 

  第１条といたしまして、既定の歳入歳出

予算の総額からそれぞれ１億1,８４９万9,

０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ６７億1,８１２万5,００

０円とするものであります。 

  補正後の款項の区分及び歳入歳出予算の

金額は、２ページから４ページの「第１表 

歳入歳出予算補正」に記載のとおりであり

ます。 

  次に第２条といたしまして継続費の補正

であります。５ページをお願いいたします。 

  「第２表 継続費補正」に記載のとおり、

平成２８年度からの継続事業であります光

風台駅前エスカレーター修繕工事事業につ

いて、平成２９年度分の事業費が確定した

ことにより、総額及び年割額を減額するも

のでございます。 

  次に、第３条といたしまして、繰越明許

費であります。６ページをお願いいたしま

す。 

  「第３表 繰越明許費」に記載のとおり、

戸知山調整池浚渫土砂等撤去事業について、

年度内に事業が完了する見込みがないため、

翌年度に繰り越すものでございます。 

  次に、第４条といたしまして、債務負担

行為の補正でございます。７ページの「第

４表 債務負担行為補正」に記載のとおり、

文書管理システムサーバ更新事業及び小学

校給食調理業務委託事業について、いずれ

も事業費が確定いたしましたので減額する

ものでございます。 

  次に、第５条といたしまして、地方債の

補正でございます。８ページをお願いいた

します。 

  「第５表 地方債補正」に記載の五つの

事業につきまして、いずれも事業費が確定

したことにより、地方債を減額するもので

ございます。 

  それでは、今回の補正内容について、ま

ず歳出から御説明を申し上げます。今回の

補正では事業費の確定に伴う不用額の減額

と歳入の確定に伴う財源振替を行いますが、

これら不用額及び財源振替の説明は省略い

たしますので御了承願います。 

  １７ページをお願いいたします。 

  款２・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の１．人件費事業でござい

ますが、早期希望退職者１名、死亡退職者

１名、計２名の退職手当を補正するもので

ございます。 

  １８ページをお願いいたします。 

  目９・電子計算費の３．住民情報化推進

事業でありますが、マイナンバー制度に対

応するためシステム改修に係る費用を補正

するものでございます。 

  次に、２１ページをお願いいたします。 

  款３・民生費、項１・社会福祉費、目

９・未熟児養育医療助成費の１．未熟児養

育医療費給付事業でありますが、給付費の

増加に伴う扶助費を補正するものでござい

ます。 

  次に、２７ページをお願いいたします。 

  款１０・教育費、項１・教育総務費、目

２・事務局費の１１．子ども・子育て支援

事業のうち償還金でありますが、平成２８

年度事業費の確定に伴う償還金であります。 



 1－23 

  歳出の説明は以上でございます。 

  次に、歳入について御説明を申し上げま

す。 

  歳入につきましては事業費の確定に伴う

増減については説明を省略いたしますので

御了承をお願いいたします。 

  １５ページをお願いいたします。 

  款１８・繰入金、項１・基金繰入金、目

１・財政調整基金繰入金でございますが、

今回の補正の財源調整として減額するもの

でございます。 

  目３・退職手当基金繰入金でありますが、

歳出のところで御説明申し上げました退職

手当に係る繰入金でございます。 

  款２０・諸収入、項３・雑入、目３・雑

入の５８．安全・安心まちづくり推進助成

金でございますが、大阪府市町村振興協会

からの助成でございます。 

  同じく６７．自治体クラウドモデル団体

支援事業助成金でございますが、地方公共

団体情報システム機構からの助成金でござ

います。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定いただきますようよろしくお願い

いたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２５「第２０号議案 平成２９年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補

正予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２０号議案、平成２９年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正

予算（第１回）について、提案理由を説明

させていただきます。 

  今回の補正は、制度改革によるシステム

改修費補助金及び前期高齢者納付金の増額、

また平成２８年度の医療費の確定による国

府への償還金の増額によるものでございま

す。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ３

８４万5,０００円を増額し、予算の総額を

歳入歳出それぞれ３３億1,２９６万4,００

０円とするものでございます。 

  それでは、歳出より御説明させていただ

きます。 

  お手元の補正予算書８ページをお願いを

いたします。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費は、システム改修費用に係

る補助金が増額交付されたことに伴う財源

振替。 

  次に款４・前期高齢者納付金等、目１・

前期高齢者納付金は、予算額に不足が生じ

るための増額補正でございます。 

  ９ページをお開きください。 

  款１１・諸支出金、目３・国府支出金償

還金は、平成２８年度の療養給付費負担金

確定に伴う国府支出金を増額補正するもの

でございます。 

  続きまして、歳入の説明をさせていただ

きます。 

  ６ページをお開きください。 

  款３・国庫支出金、項２・国庫補助金、

目２・国民健康保険制度関係準備事業費補

助金は、国保の制度改革に伴うシステム改

修費用に係る補助金が大幅に増額交付され

たものでございます。 

  次に、款５・前期高齢者交付金、目１・

前期高齢者交付金は、前期高齢者納付金の

概算額と予算額の乖離により増額するもの

でございます。 

  ７ページをお開きください。 

  款８・繰入金、目１・一般会計繰入金は、

先ほど御説明をさせていただきましたシス

テム改修費に係る補助金が増額交付される
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こととなったため、一般会計からの繰入金

の減額を、次の款９・繰越金、目２・その

他繰越金は、国府支出金償還金の財源とす

るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき御決定賜りますよう、よろしくお願い

をいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２６「第２１号議案 平成２９年

度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２１号議案、平成２９年度

豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１回）について、提案理由を説明させ

ていただきます。 

  今回の補正は、保険料収入の伸びによる

納付金の増額によるものでございます。 

  補正予算書の１ページをお開き願います。 

  既定の歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,

３１８万5,０００円を増額し、予算の総額

を歳入歳出それぞれ４億5,８７４万8,００

０円とするものでございます。 

  それでは、歳出より御説明させていただ

きます。 

  お手元の補正予算書７ページをお願いを

いたします。 

  目１・後期高齢者医療広域連合納付金は、

保険料徴収分を広域連合に納付するもので

ございます。 

  続いて歳入の説明をさせていただきます。 

  ６ページをお開きください。 

  款１・後期高齢者医療保険料は、保険料

徴収相当額の増加分でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  この際、暫時休憩します。再開は、１１

時１０分とします。 

（午前１０時５９分 休憩） 

（午前１１時１０分 再開） 

○議長（橋本謙司君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、日程第２７「第２２号議案 平成

２９年度豊能町介護保険特別会計事業勘定

補正予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２２号議案 平成２９年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算

（第３回）について提案理由を説明させて

いただきます。 

  今回の補正は、介護保険法の改正で平成

２９年度より予防給付事業から総合事業に

移行した事業について、当初見込んでいた

事業費を上回る事態となったため、予防給

付事業の予算科目から総合事業の予算科目

への組み替えをお願いするものでございま

す。 

  それでは、歳出より御説明させていただ

きます。財源振替以外のものについて御説

明をいたします。 

  補正予算書１１ページをお開きください。 

  款２・保険給付費、項２・介護予防サー

ビス等諸費、目１・介護予防サービス給付

費は、１３ページの款４・地域支援事業、

項１・介護予防生活支援サービス事業費を

増額するため、1,０７０万5,０００円を減

額するものでございます。 

  また、１３ページの款４・地域支援事業、

目１・介護予防生活支援サービス事業費に

つきましては、総合事業によるサービス提

供が当初見込みを上回ることとなったため、

目１・サービス事業費を９７９万5,０００
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円、ケアマネジメント事業を９１万円、そ

れぞれ増額するものでございます。 

  歳出の説明は以上でございます。 

  続きまして、６ページからの歳入の御説

明をさせていただきます。 

  歳入につきましては、歳出で御説明をさ

せていただきましたそれぞれの増額、組み

替えに伴いましての保険料及び各交付金の

財源調整でございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（橋本謙司君） 

  これより、本件に対する質疑を行います。 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  高尾でございます。 

  今御説明いただきました件で、当初、通

所を見込んでたよりふえたということでご

ざいますが、どれだけの回数がふえたのか

お聞きいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  この総合事業につきましては、要支援

１・２の方の介護予防訪問介護とそれから

介護予防通所介護、これが総合事業に移行

したわけなんでございますが、その中で通

所型サービス、いわゆるデイサービス、こ

れの御利用が、当初５００回程度見込んで

ございましたが、それが倍近くになってき

てございます。 

  以上でございます。 

○議長（橋本謙司君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  それで倍になったいうことは、大変それ

だけ今後もふえていくいうことが見込まれ

るわけですけれども、現在の体制で対応が

できる状態なのかどうかということと、今

後事業が見込まれるわけですけれども、そ

の見込みについて反映されていくのかどう

かお伺いします。 

○議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  総合事業でいわゆるデイサービスがふえ

てきたわけなんですけれども、それは今ま

で平成２８年度までは介護給付、介護予防

給付でしてございましたものでございます

ので、現場のサービス提供については予算

の組み替えを行っただけで、サービス提供

をするというインフラについては影響がな

いと思ってございます。 

  それから今後その体制をちゃんと組んで

おるのかということでございますが、予算

的には今回補正をお願いした後の平成２９

年度の予算が5,１００万円程度に増額をさ

せていただきました。平成３０年度の当初

予算、この予算につきまして、今、7,９０

０万円ほどの予算を組まさせていただいて

ございます。これによりまして財源措置も

できているものと考えてございますので、

安定継続してサービスについては提供でき

るものと思ってございます。 

  以上でございます。 

○議長（橋本謙司君） 

  高尾靖子議員。 

○１０番（高尾靖子君） 

  倍にふえたいうことで３０年度は増額を

しているいうことでございますので、それ

が今、この利用されている方が本当にこれ、

今の現状で維持していけるかどうかが、大

変、進んでいくかどうかにかかわってくる
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と思うので、その体制、今の現在の状態を

保っていけるような、またそれ以上改善で

きるような体制づくりができる、そういう

介護予防にしていくべきだと思うんですけ

れども、これから介護給付基金が今ふえて

おりますけれども、しかしこの現在の体制

をぜひ維持させるために、しっかりと整え

て整備していく必要があると思いますが、

その姿勢についてお伺いいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  総合事業にそれなりの事業費が膨らんで

いくわけなんですけれども、それについて

は介護予防費のほうからの組み替えという

ことで大丈夫だと思っておりますが、それ

よりも何よりもやはり介護保険制度という

のは公的保険制度でございます。今、議員

がおっしゃいましたように、その安定継続

というのが第一だと考えてございますし、

それから豊能町では２０２５年には５０％

程度の高齢者が見込まれるということ、そ

れから後期高齢者の方々がたくさん多くな

ってくるということは十分行政としても理

解をしてございますので、その辺も加味さ

せていただいて第７期の介護保険事業計画

を策定させていただいてたつもりでござい

ます。引き続き安定的に利用者の方々が望

むサービスを提供できるように取り組んで

まいりたいと考えてございますのでよろし

くお願いをいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  ほかありませんか。 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  思った以上に総合事業のほうが利用する

方が多かったということで振替なんですけ

ども、これ振替っていうのは毎年起こり得

ることですか。ちょっと私こういう経験な

かったものでして、いい悪いではなくて、

やはりそういうふうなことを毎年毎年、こ

ちらも認識しておいたらいいということな

んでしょうか。それはやっぱり予想ですか

ら違いますので、このあたりのことについ

てお尋ねいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  これは制度の問題でございまして、今ま

での介護予防給付のうちのヘルプとデイに

ついては要支援１、要支援２の方が全て更

新を機に総合事業に移るというようなこと

になってございますので、今まで、その方、

その方の容体によりまして更新が６カ月か

ら２年間ということで幅がございます。で

すので、順次総合事業のほうに移行させて

いただいてございますが、あと残る２年の

更新期をお迎えの方々が平成３０年度でお

およそ大体総合事業に移行されるのではな

いかなと考えてございますので、それ以降

につきましては自然増を計算させていただ

くということで適正に対応させていただき

たいと考えてございます。 

○議長（橋本謙司君） 

  秋元美智子議員。 

○９番（秋元美智子君） 

  ごめんなさい。私がお尋ねしたかったの

は、この予算の中で総合事業とそれから介

護予防費と分かれてますね。そのとこが毎

年いろいろ計算してやっぱり用意されてる

んでしょうけど、やっぱりちょっと食い違

い出てくると思うんですよ。その都度こう

いうふうな形で振替をされるんですかって

いう質問ですので、お願いいたします。 
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○議長（橋本謙司君） 

  答弁を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  お答えさせていただきます。 

  平成３０年度は第７期の介護保険事業計

画ということで、今回こんな形で補正もお

願いするということになってございまして、

来年度以降についてはなるべくといいます

か、そういうふうに想定を、そういうふう

にといいますか、その予算の組み替えをせ

ずに事業が展開できるような予算の組み替

えをさせていただいたつもりでございます

が、議員御心配の、ひょっとすると組み替

えをまたお願いするというようなことがあ

ろうかもわかりませんけれども、今、予算

を編成させていただいたこの時期で申し上

げますとそのようなことはないことと考え

てございます。 

  以上でございます。 

○議長（橋本謙司君） 

  ほかありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（橋本謙司君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は原案のとおり決することに賛成の

方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（橋本謙司君） 

  起立全員であります。 

  よって第２２号議案は原案のとおり可決

されました。 

  日程第２８「第２３号議案 平成２９年

度豊能町下水道事業特別会計補正予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  第２３号議案、平成２９年度豊能町下水

道事業特別会計補正予算の件について御説

明申し上げます。 

  お手元の補正予算書１ページをお開きく

ださい。 

  平成２９年度豊能町下水道事業特別会計

補正予算（第２回）でございます。 

  第１条としまして、既定の歳入歳出予算

の総額からそれぞれ2,３５１万5,０００円

を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ４億6,０８８万2,０００円とする

ものでございます。 

  第２条、繰越明許費でございますが、４

ページの「第２表 繰越明許費」をごらん

ください。 

  消防団詰所予定地下水道整備事業でござ

いますが、関係機関等との調整に時間を要

し、年度内に完了することが困難になりま

したので繰り越しするものでございます。 

  第３条、債務負担行為の補正でございま

すが、５ページの「第３表 債務負担行為

補正」をごらんください。 

  ときわ台中継ポンプ場維持管理事業につ

きましては、事業費がほぼ確定しましたの

で、補正により減額するものでございます。 

  第４条、地方債の補正でございますが、

６ページの「第４表 地方債補正」をごら

んください。 

  地方債につきましても事業費がほぼ確定

したことにより、補正により減額するもの

でございます。 

  それでは、今回の補正内容について、歳

出から御説明させていただきます。 

  １２ページをお開きください。 

  まず、款１・下水道費、項１・下水道管
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理費、目１・下水道総務費の下水道債管理

基金積立金は、収支調整のため基金に積み

立てるもので、公課費は消費税の確定によ

り減額するものでございます。 

  次に、目２・下水道維持管理費から１４

ページの款１・下水道費、項４・浄化槽整

備費、目１・浄化槽整備費までは、いずれ

も入札差金や事業費の確定に伴う減額でご

ざいます。 

  １４ページの款２・公債費でございます

が、財源の振り分けを行うものでございま

す。 

  続きまして、歳入につきまして御説明さ

せていただきます。 

  ９ページにお戻りください。 

  款１・分担金及び負担金から１０ページ

の款４・繰入金、項１・一般会計繰入金ま

では、いずれも事業費の確定により減額す

るものでございます。 

  １０ページの款４・繰入金、項３・基金

繰入金、目２・下水道債管理基金繰入金で

ございますが、収支見通しを考慮し減額す

るものでございます。 

  １１ページをごらんください。 

  款７・町債でございますが、事業費の確

定により減額するものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御

決定いただきますようよろしくお願いいた

します。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第２９「第２４号議案 平成３０年

度豊能町一般会計予算の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第２４号議案、平成３０年度豊能町一般

会計予算の件について御説明申し上げます。 

  予算書の５ページをお願いいたします。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額を６５億7,５００万円と定めるもので

ございます。これは、対前年度１億９００

万円の増、率にして1.７％の増でございま

す。 

  予算の款項の区分、金額は、６ページか

ら１２ページの「第１表 歳入歳出予算」

に記載のとおりです。 

  第２条といたしまして、繰越明許費でご

ざいますが、１３ページをお願いいたしま

す。 

  「第２表 繰越明許費」のとおり、大阪

府議会議員一般選挙事業について、年度内

に事業が完了する見込みがないため、繰り

越すものでございます。 

  第３条といたしまして、債務負担行為で

ございますが、１４ページをお願いいたし

ます。 

  「第３表 債務負担行為」のとおり、一

番上段の住基ネットワーク運営事業から、

一番下の保育所及び認定こども園給食調理

業務委託事業までの１１事業について、債

務負担行為の期限、限度額を定めるもので

ございます。 

  第４条といたしまして、地方債でござい

ますが、１５ページの「第４表 地方債」

のとおり、１町道等維持補修事業債以下１

６ページの７臨時財政対策債まで、七つの

事業につきまして、限度額、起債の方法、

利率及び償還の方法を定めるものでござい

ます。 

  ５ページにお戻りいただきたいと思いま

す。 

  第５条といたしまして、一時借入金でご

ざいますが、最高額を５億円と定めるもの

でございます。 

  第６条といたしまして、歳出予算の流用

でございますが、給料、職員手当及び共済

費に係る予算額に過不足を生じた場合に、
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同一款内での各項間の流用ができると定め

るものでございます。 

  それでは、当初予算の概要について、ま

ず歳出から御説明申し上げます。 

  なお、事業の内容につきましては、別冊

の当初予算説明資料に記載しておりますの

で、御説明を省略させていただきます。 

  ２１ページをお願いいたします。 

  款の予算額が前年度と比べ増減が大きい

ものについて、その主な要因を申し上げま

す。 

  款１・議会費は１億1,６９３万9,０００

円で、対前年度３９４万1,０００円の減で

ございます。これは、議員共済の減が主な

要因でございます。 

  款２・総務費は１０億6,６０２万9,００

０円で、対前年度１億7,７４３万5,０００

円の増でございます。これは、定年退職者

の増に伴い退職手当が増加したことや、と

きわ台駅バリアフリー化整備補助事業が主

な要因でございます。 

  款３・民生費は１８億9,００６万8,００

０円で、対前年度比3,８３０万1,０００円

の増でございます。これは、新ときわ台自

転車駐車場整備事業や、大阪府後期高齢者

広域連合への負担金の増などが主な要因で

ございます。 

  款４・衛生費は、９億4,５１１万2,００

０円で、対前年度2,４４１万2,０００円の

増でございます。これは、子育て世代包括

支援センター整備事業などが主な要因でご

ざいます。 

  款５・労働費は省略させていただきます。 

  款６・農林水産業費は１億5,７８６万4,

０００円で、対前年度4,２６１万3,０００

円の増でございます。これは、農産物販売

等拠点施設整備事業が主な要因でございま

す。 

  款７・商工費は省略させていただきます。 

  款８・土木費は４億9,８１６万2,０００

円で、対前年度２３万円の増でございます。

これは、ときわ台地内吉川中央線道路改良

事業や、橋梁長寿命化事業は増となるもの

の、道路台帳整備事業や光風台駅前エスカ

レーター修繕事業などが減となるものでご

ざいます。 

  款９・消防費は３億3,９０５万円で、対

前年度5,４６３万7,０００円の減でござい

ます。これは、前年度に予算措置いたしま

した吉川消防分団詰所等移転新築事業や、

消防分団車両更新事業に係る事業費が減と

なるものでございます。 

  款１０・教育費は９億4,５８４万7,００

０円で、対前年度5,１２７万5,０００円の

減でございます。これは、前年度に予算措

置をいたしました東能勢小学校屋上防水改

修事業、中央公民館キュービクル更新事業

に係る事業が減となったものでございます。 

  款１１・公債費は、５億7,７２１万円で、

対前年度5,８９２万6,０００円の減でござ

います。これは、前年度は借換債を財源と

する一括償還がありましたが今年度はない

ため、減となったものでございます。 

  歳出の説明は以上でございます。次に歳

入について御説明申し上げます。 

  １９ページをお願いいたします。 

  歳入においても、款の予算額が前年度と

比べ増減が大きいものについて、その主な

要因を申し上げます。 

  款１・町税は１７億6,０５１万4,０００

円で、対前年度5,１２２万4,０００円の減

でございます。これは主に個人の町民税や

固定資産税の減額によるものでございます。 

  款２・地方譲与税から款９・地方特別交

付金まで、及び款１１・交通安全対策特別

交付金の９項目は、いずれも平成２９年度

の決算見込み額や大阪府の予算見込みなど

から算定した結果、それぞれ増減を見込ん
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だものでございます。 

  次に款１０・地方交付税は２０億7,５０

０万円で、対前年度6,６００万円の増でご

ざいます。これは地方財政計画を参考に、

平成２９年度の決算見込み額から算定し、

増を見込んだものでございます。 

  次に、款１２・分担金及び負担金は5,９

９８万2,０００円で、対前年度１２８万6,

０００円の減でございます。これは、し尿

等受入負担金の減によるものでございます。 

  款１４・国庫支出金は４億3,０９８万2,

０００円で、対前年度2,３４２万2,０００

円の増でございます。これは、地方創生推

進交付金の増などによるものでございます。 

  次に、２０ページをお願いいたします。 

  款１５・府支出金は３億6,６３４万2,０

００円で、対前年度２７５万6,０００円の

減でございます。これは主に児童手当の府

負担金の減によるものでございます。 

  款１８・繰入金は８億8,５０２万6,００

０円で、１億3,１８７万2,０００円の増で

ございます。これは退職手当基金繰入金な

ど減少したものの、財政調整基金繰入金が

増となったものでございます。なお、充当

先は別冊の当初予算説明資料に掲載してお

りますので御参照いただきますようよろし

くお願いいたします。 

  款２１・町債は４億２０万円で、対前年

度6,０９９万8,０００円の減でございます。

前年度に予算措置をしておりました借換債

や小学校施設の整備事業債がなくなったこ

とが主な要因でございます。なお、３０年

度末の地方債残高見込み額は予算書１５３

ページに掲載しておりますので、御参照願

います。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だき決定賜りますよう、よろしくお願いい

たします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３０「第２５号議案 平成３０年

度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予

算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２５号議案、平成３０年度

豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算

の件につきまして、提案理由の御説明を申

し上げます。 

  予算書の１５９ページをお開き願います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ２９億4,５５１

万6,０００円と定めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は２億円と定めるものでございます。 

  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定により、歳

出予算の各項の予算の金額を流用すること

ができるものについて定めたものでござい

ます。 

  それでは歳出より、主なものにつきまし

て御説明をさせていただきます。 

  １８０ページをお願いをいたします。 

  １８１ページにかけての款１・総務費、

項１・総務管理費の3,２２７万3,０００円

につきましては人件費と事務費、大阪府国

保連合会との電算処理に要する経費及び連

合会への負担金でございます。 

  次の、款１・総務費、項２・徴税費６９

万1,０００円でございますが、保険税の賦

課徴収事務に係る経費でございます。 

  １８２ページから１８３ページにかけま

しての款２・保険給付費、項１・療養諸費

でございますが、１７億4,１８５万2,００

０円で、被保険者数の大幅な減により、対

前年度比2.２％減となり、平成２９年度の

医療費などを勘案し予算計上をさせていた
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だいてございます。 

  次の款２・保険給付費、項２・高額療養

費２億1,９２２万2,０００円につきまして

も、被保険者数の減及び平成２９年度の医

療費を勘案して計上しております。 

  １８７ページをごらんください。 

  款３・国民健康保険事業費納付金でござ

いますが、大阪府が決定した標準保険料率

により本町に割り当てられた納付金を大阪

府に納めるため新設したものでございます。 

  １８９ページ、お願いいたします。 

  款４・共同事業拠出金は、科目設定を除

き、広域化により廃目となってございます。 

  １９１ページの款５・保健事業費、項

１・特定健康診査等事業費でありますが、2,

６１９万3,０００円計上しております。こ

れは医療保険者に義務づけられました生活

習慣病予防に対する特定健診と保健指導に

係る費用でございます。 

  １９２ページの款５・保健事業費、項

２・保健事業費は、広域化により人間ドッ

クの補助が府下共通メニューとなるため、

割合によりまして３００人程度計上してご

ざいます。 

  款６・基金積立金は、府内統一の保険料

率となる６年後を勘案し、町独自の激変緩

和分に充当すべく積み立てるものでござい

ます。 

  １９５ページをお開き願います。 

  款８・諸支出金、項２・繰出金９０５万3,

０００円でございますが、国保診療所施設

勘定特別会計への繰出金で、特別調整交付

金として国より交付される額を繰り出すも

のでございます。 

  歳出は以上でございます。 

  続きまして、歳入の主なものを御説明さ

せていただきます。 

  戻っていただきまして、１７０ページか

ら１７１ページをお願いをいたします。 

  款１・国民健康保険税でございますが、

対前年度比0.１％増の６億3,９２９万7,０

００円を計上してございます。これは、今

議会で御審議いただいております保険税条

例の改正額と合わせた数値とさせていただ

いております。 

  １７２ページの款３・府支出金、項１・

府補助金、目２・保険給付費等交付金２０

億1,８５９万5,０００円でございますが、

保険給付費等に対しての交付金でございま

す。 

  次の１７３ページ、款４・繰入金、目

１・一般会計繰入金１億6,７７６万7,００

０円でございますが、保険基盤安定繰入金

や地方交付税に算入される分などを一般会

計から繰り入れするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３１「第２６号議案 平成３０年

度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設

勘定予算の件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２６号議案、平成３０年度

豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘

定予算の件につきまして、提案理由の御説

明を申し上げます。 

  予算書の２０７ページをお願いをいたし

ます。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は歳入歳出それぞれ8,０８０万円と定

めるものでございます。 

  第２条は、地方自治法第２３５条の３第

２項の規定による一時借入金の借り入れの

最高額は5,０００万円と定めるものでござ

います。 
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  第３条につきましては、地方自治法第２

２０条第２項ただし書きの規定による、歳

出予算の各項の経費の金額を流用すること

ができるものにつきまして定めたものでご

ざいます。 

  それではまず歳出から、その主なものに

つきまして御説明をさせていただきます。 

  ２１９ページ、２２０ページをお願いい

たします。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費の6,１６３万6,０００円は、

主に職員人件費及び診療所の運営管理費に

要する経費でございます。週３日の派遣診

療費用及び新規事業といたしましてレント

ゲン及び心電計の更新購入費用による増額

となってございます。 

  次に２２１ページから２２２ページの款

２・医業費1,８０８万円は、診療に要する

各種検査や歯科技工等の委託料及び医薬品、

また内科・歯科の電子カルテ用コンピュー

タのシステム保守等の経費でございますが、

さらなる医薬品の在庫見直しにより減額計

上をしてございます。 

  歳出は以上でございます。 

  次に、歳入の説明をさせていただきます。 

  戻っていただきまして、２１５ページを

ごらんください。 

  款１・診療収入の項１・外来収入の予算

でございますが、3,１１８万3,０００円、

また、２１６ページの項２・その他の診療

報酬といたしまして諸検査等収入２５０万

円を計上してございます。 

  次に２１７ページの款４・繰入金、項

１・繰入金は、一般会計から3,７４９万2,

０００円、そして僻地診療所施設の運営補

助といたしまして７５０万5,０００円、レ

ントゲン、心電計の更新購入補助を合わせ

て国民健康保険特別会計から、それぞれ繰

り入れをするものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３２「第２７号議案 平成３０年

度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２７号議案、平成３０年度

豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件に

つきまして、提案理由の御説明を申し上げ

ます。 

  お手元の予算書２３３ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ４億6,７０３万9,

０００円と定めるものでございます。 

  それでは、内容の主なものにつきまして、

まず歳出から御説明をさせていただきます。 

  ２４５ページをお開き願います。 

  款１・総務費は、電算機器の保守管理委

託と保険料徴収の事務経費でございます。 

  次に、２４６ページの款２・後期高齢者

医療広域連合納付金４億6,３２６万2,００

０円は、保険料徴収分等を広域連合に納付

する負担金でございます。 

  続きまして、歳入の主なものを御説明さ

せていただきます。 

  戻っていただきまして、２４１ページを

お開き願います。 

  款１・後期高齢者医療保険料は、特別徴

収、普通徴収を合わせまして４億1,３４９

万3,０００円の保険料を見込んでございま

す。 

  ２４２ページをごらん願います。 

  款３・繰入金、項１・一般会計繰入金、

目２・政府軽減分である保険基盤安定繰入
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金4,９７６万7,０００円を計上してござい

ます。 

  説明は以上でございます。御審議をいた

だきまして御決定賜りますよう、よろしく

お願いをいたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３３「第２８号議案 平成３０年

度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の

件」を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  上浦生活福祉部長。 

○生活福祉部長（上浦 登君） 

  それでは、第２８号議案、平成３０年度

豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件

につきまして、提案理由の御説明を申し上

げます。 

  お手元の予算書２５１ページをお開き願

います。 

  第１条といたしまして、歳入歳出予算の

総額は、歳入歳出それぞれ２０億7,７６１

万8,０００円と定めるものでございます。 

  第２条としまして、地方自治法第２３５

条の３第２項の規定による一時借入金の借

入限度額は１億円と定めるものでございま

す。 

  また、第３条は、歳出予算の流用につい

て、給料、職員手当、共済費及び保険給付

費に係る予算額に過不足が生じた場合、同

一款内での流用ができることを定めたもの

でございます。 

  内容につきまして、歳出から、その主な

ものにつきまして御説明をさせていただき

ます。 

  ２６９ページ、２７０ページをお開き願

います。 

  款１・総務費、項１・総務管理費、目

１・一般管理費4,０２８万4,０００円の主

なものは、人件費それから介護保険システ

ム使用料等に係る経費でございます。 

  ２７１ページをお願いいたします。 

  項３・介護認定審査会の2,４４５万7,０

００円は、主治医意見書作成の手数料や要

介護認定審査委託料、及び池田市、能勢町、

豊能町の１市２町で共同で設置してござい

ます認定審査会の負担金でございます。 

  ２７３ページから２７９ページにかけて

の款２・保険給付費でございますが、平成

３０年度から平成３２年度までの第７期介

護保険事業計画に基づきまして、対前年度

比１1.３％減の１８億5,８９５万3,０００

円を計上しております。これは、計画の見

直しによるものでございます。 

  次に、２８０ページの款４・地域支援事

業費、項１・介護予防生活支援サービス事

業費の、7,９２９万5,０００円は、総合事

業に係ります経費でございます。また、２

８１ページの項２・一般介護予防事業費、

９４４万2,０００円並びに２８２ページか

ら２８５ページにかけての項３・包括的支

援事業費、任意事業5,２８８万4,０００円

につきましては、予防と自立支援に重点を

置いた地域支援事業及び地域包括支援セン

ターの運営に係る経費でございます。 

  次に、歳入につきまして説明をさせてい

ただきます。 

  戻りまして、２６１ページをお願いをい

たします。 

  款１・保険料の第１号被保険者保険料で

ございますが、国のワークシートに基づき

まして、平成３０年度から平成３２年度ま

での３年間の介護保険サービス、これの見

込み額の平均で算出をしてございます。６

５歳以上の第１号被保険者数を対象に算出

した額に滞納分を含めまして５億4,７８９

万2,０００円を計上いたしております。 

  次に、２６２ページをお開き願います。 

  款３・国庫支出金、項１・国庫負担金で

ございますが、国の負担分といたしまして
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３億7,１７９万円を計上してございます。 

  同じく項２・国庫補助金につきましては、

調整交付金並びに介護予防包括支援に係り

ます交付金といたしまして、4,０３２万3,

０００円を計上してございます。 

  次の款４・支払基金交付金、項１・支払

基金交付金の５億2,３４９万円は、第２号

被保険者の負担分といたしまして介護給付

費等の２７％に相当する額を計上してござ

います。 

  ２６４ページの款５・府支出金、項１・

府負担金につきましては、大阪府の負担分

でございます介護給付費の１2.５％に相当

する額、２億3,２３６万9,０００円を計上

してございます。 

  次に、２６５ページをお開き願います。 

  款６・繰入金、項１・一般会計繰入金に

つきましては、介護給付費に対します１2.

５％の町負担分、これまでのルール分とし

て３億2,２８０万1,０００円を計上してご

ざいます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定賜りますよう、よろしくお願いを

いたします。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３４「第２９号議案 平成３０年

度豊能町下水道事業特別会計予算の件」を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  第２９号議案、平成３０年度豊能町下水

道事業特別会計予算の件について御説明申

し上げます。 

  お手元の予算書の２９９ページをお開き

ください。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額は、歳入

歳出それぞれ５億８６５万8,０００円と定

めるものでございます。 

  第２条、債務負担行為でございますが、

３０３ページの「第２表 債務負担行為」

をごらんください。 

  事項はストックマネジメント事業で、期

間は平成３０年度、３１年度の２年間、限

度額は7,３００万円でございます。このス

トックマネジメント事業でございますが、

持続的な下水道機能を確保するための点検

調査等の計画、いわゆるストックマネジメ

ント計画を策定するものでございます。 

  第３条、地方債でございますが、３０４

ページの「第３表 地方債」のところで、

起債の目的、限度額、利率、償還方法等を

定めております。 

  第４条、一時借入金につきましては、地

方自治法第２３５条の３第２項の規定によ

る一時借入金の額の最高額は１億円と定め

るものでございます。 

  それでは、歳出より御説明させていただ

きます。３１５ページをお開き願います。 

  款１・下水道費、項１・下水道管理費、

目１・下水道総務費3,４９１万1,０００円

でございますが、下水道事業の運営に係る

経費を計上しており、前年度とほぼ同額と

なっております。 

  ３１６ページをお開き願ます。 

  目２・下水道維持管理費１億5,５３２万5,

０００円でございますが、下水道施設の適

切な維持管理に係る経費を計上しており、

前年度とほぼ同額となっております。 

  ３１７ページをごらんください。 

  項２・下水道整備費、目１・下水道整備

費１億1,７３９万8,０００円でございます

が、下水道施設の建設等に係る経費を計上

しており、前年度と比べ4,７８４万3,００

０円の増でございます。増の主な要因とい

たしましては、３０３ページの「第２表 

債務負担行為」のところで御説明させてい

ただきましたストックマネジメント計画策
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定業務委託料、下水道管の新設工事費、土

地所管替負担金等の増によるものでござい

ます。 

  ３１９ページをごらんください。 

  項３・浄化槽管理費、目１・浄化槽維持

管理費８６３万2,０００円でございますが、

町管理の合併処理浄化槽の適切な維持管理

に係る経費を計上しており、前年度とほぼ

同額となっております。 

  ３２０ページをお開きください。 

  項４・浄化槽整備費、目１・浄化槽整備

費３９２万8,０００円でございますが、合

併処理浄化槽を新たに設置した場合に係る

経費を計上しており、前年度と同額となっ

ております。 

  款２・公債費は、項１・下水道公債費で

ございますが、元金と利子の合計は１億8,

２３２万9,０００円で前年度に比べ2,１９

２万7,０００円の減でございます。 

  ３２１ページをごらんください。 

  項２・浄化槽公債費でございますが、元

金と利子の合計は５１３万6,０００円で、

前年度と同額でございます 

  続きまして、歳入の御説明を申し上げま

す。 

  ３０９ページにお戻りください。 

  款１・分担金及び負担金、項１・負担金、

目１・下水道負担金２６万8,０００円でご

ざいますが、１件分の負担金を見込んでお

ります。 

  項２・分担金、目１・下水道分担金３８

万9,０００円でございますが、これも１件

分の浄化槽設置分担金を見込んでおります。 

  ３１０ページをお開きください。 

  款２・使用料及び手数料、項１・使用料

の目１・下水道使用料は２億4,８８８万2,

０００円を、目２・浄化槽使用料は１７０

万8,０００円で、いずれも減額を見込んで

おります。 

  項２・手数料、目１・下水道手数料４万5,

０００円で、これも減額を見込んでおると

ころでございます。 

  ３１１ページをごらんください。 

  款３・国庫支出金、項１・国庫補助金、

目１・下水道費国庫補助金1,４００万円で

ございますが、歳出のところで御説明をさ

せていただきましたストックマネジメント

計画策定業務に係る交付金で、事業費の２

分の１を見込んでおります。 

  款４・財産収入２０万8,０００円は、下

水道建設基金等の運用収益でございます。 

  款５・繰入金、項１・一般会計繰入金、

１億4,９７７万2,０００円は、雨水対策や

浄化槽管理等に係る一般会計からの繰入金

でございます。 

  ３１２ページをお開きください。 

  項２・他会計繰入金４７４万円は、下水

道事業会計からの人件費相当分の繰り入れ

を受けるものでございます。 

  項３・基金繰入金、目１・下水道建設基

金繰入金2,５７７万2,０００円でございま

すが、前年度に比べ1,３２４万4,０００円

の増となっております。 

  増の要因といたしましては、歳出のとこ

ろで御説明させていただきましたストック

マネジメント計画策定業務に基金を充てる

ためでございます。 

  ３１３ページをごらんください。 

  款６・繰越金1,７３７万円は、前年度か

らの繰越金でございます。 

  款７・諸収入、項１預金利息及び３１４

ページの項２・雑入は科目設置でございま

す。 

  最後に、款８・町債は4,５５０万円で、

前年度に比べ７８０万円の増でございます。

増の主な要因は、下水道管の新設工事によ

るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議賜り御



 1－36 

決定賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  日程第３５「第３０号議案 平成３０年

度豊能町水道事業会計予算の件」を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  板倉上下水道部長。 

○上下水道部長（板倉廣幸君） 

  それでは、第３０号議案、平成３０年度

豊能町水道事業会計予算について御説明申

し上げます。 

  予算書の１ページをお開き願います。 

  第１条、総則では、平成３０年度豊能町

水道事業会計の予算は、次に定めるところ

によるとしております。 

  第２条、業務の予定量は、給水戸数7,９

８３戸、年間総給水量１９８万2,０００立

方メートル、１日平均給水量5,４３０立方

メートルを予定し、主要な建設改良事業は

改良事業とするものでございます。 

  次に、第３条で定めるところの収益的収

入及び支出でございますが、まず収入で、

第１款の水道事業収益は、７億2,８６３万7,

０００円で、対前年度比１6.６％の増でご

ざいます。その内訳は、第１項の営業収益

で５億２９３万円、第２項の営業外収益で

２億2,５７０万5,０００円、第３項の特別

利益で2,０００円でございます。増の要因

は、水道料金の改定と長期前受金戻し入れ

の増によるものでございます。 

  次に支出で、第１款水道事業費用は６億8,

０８４万5,０００円で、対前年度比１1.

５％の減でございます。その内訳は、第１

項の営業費用で６億1,２０５万5,０００円、

第２項の営業外費用で5,１７９万円、第３

項の特別損失で1,６００万円、第４項の予

備費で１００万円でございます。減の要因

は、固定資産除却費の減でございます。こ

れにより、平成３０年度の単年度収支見込

みは4,７７９万2,０００円の黒字を見込ん

でおります。 

  ２ページをお開き願います。 

  第４条で定めるところの資本的収入及び

支出でございます。 

  まず収入で、第１款資本的収入は１億5,

２６４万2,０００円で、対前年度比４9.

１％の増でございます。その内訳は、第１

項の他会計繰入金で4,８１４万2,０００円、

第２項の企業債で8,９５０万円、第３項の

固定資産売却代金で1,５００万円でござい

ます。増の要因は、古江浄水場改修工事に

伴う企業債の増と、固定資産売却代金によ

るものでございます。 

  次に支出で、第１款の資本的支出は３億

５３７万2,０００円で、対前年度比１5.

４％の増でございます。その内訳は、第１

項の建設改良費で9,７０６万5,０００円、

第２項の企業債償還金で２億８３０万7,０

００円でございます。増の要因は、古江浄

水場改修工事負担金の増によるものでござ

います。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対

して不足する額１億5,２７３万円は、過年

度分損益勘定留保資金１億4,５５４万5,０

００円及び当年度消費税及び地方消費税資

本的収支調整額７１８万5,０００円で補填

するものでございます。 

  ３ページをごらんください。 

  第５条の企業債でございますが、企業債

の目的を水道事業債、限度額を8,９５０万

円と定めるものでございます。これは、古

江浄水場改修工事を施工するためでござい

ます。 

  次に、第６条で定めるところの予定支出

の各項の経費の金額を流用することができ

る場合は、営業費用と営業外費用とに定め

るものでございます。 
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  次に第７条で、議会の議決を経なければ

流用できない経費は、（１）の職員給与費

と（２）の公債費とするものでございます。 

  次に第８条で、他会計からの繰入金は、

企業債元利償還金等補助のため、一般会計

から7,１６１万3,０００円の繰り入れを受

けるものでございます。 

  次に、第９条で、たな卸資産の購入限度

額は２１９万6,０００円と定めるものでご

ざいます。 

  ５ページの平成３０年度豊能町水道事業

会計予算実施計画以降の説明につきまして

は省略させていただきます。御審議賜り御

決定いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

○議長（橋本謙司君） 

  以上をもって本日の日程は全て終了いた

しました。 

  本日は、これをもって散会いたします。 

  次回は、３月６日午前９時半より会議を

開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後０時０４分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

町政運営方針について 

第 １号報告 専決処分の報告の件（和解及び損害賠償額の決定） 

第 １号承認 専決処分事項の承認を求める件（平成２９年度豊能町一般 

       会計補正予算） 

第 １号諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 

第 １号議案 豊能町教育長の任命につき同意を求めることについて 

第 ２号議案 豊能町一般職の任期付職員の採用に関する条例制定の件 

第 ３号議案 豊能町指定居宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護 

       支援等の事業の人員及び運営に関する基準を定める条例制 

       定の件 

第 ４号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

第 ５号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

第 ６号議案 豊能町附属機関に関する条例改正の件 

第 ７号議案 職員の管理職手当に関する条例改正の件 

第 ８号議案 豊能町手数料条例改正の件 

第 ９号議案 豊能町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営 

       に関する基準を定める条例改正の件 

第１０号議案 豊能町国民健康保険条例改正の件 

第１１号議案 豊能町国民健康保険税条例改正の件 

第１２号議案 豊能町介護保険条例改正の件 

第１３号議案 豊能町後期高齢者医療に関する条例改正の件 

第１４号議案 豊能町営住宅条例改正の件 

第１５号議案 豊能町都市公園条例改正の件 

第１６号議案 豊能町消防団員等公務災害補償条例改正の件 

第１７号議案 大阪広域水道企業団の共同処理する事務の変更及びこれに 

       伴う大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議について 

第１８号議案 町道路線の認定、廃止、一部廃止及び変更の件 

第１９号議案 平成２９年度豊能町一般会計補正予算の件 

第２０号議案 平成２９年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定補正予 



 1－39 

       算の件 

第２１号議案 平成２９年度豊能町後期高齢者医療特別会計補正予算の件 

第２２号議案 平成２９年度豊能町介護保険特別会計事業勘定補正予算の 

       件 

第２３号議案 平成２９年度豊能町下水道事業特別会計補正予算の件 

第２４号議案 平成３０年度豊能町一般会計予算の件 

第２５号議案 平成３０年度豊能町国民健康保険特別会計事業勘定予算の 

       件 

第２６号議案 平成３０年度豊能町国民健康保険特別会計診療所施設勘定 

       予算の件 

第２７号議案 平成３０年度豊能町後期高齢者医療特別会計予算の件 

第２８号議案 平成３０年度豊能町介護保険特別会計事業勘定予算の件 

第２９号議案 平成３０年度豊能町下水道事業特別会計予算の件 

第３０号議案 平成３０年度豊能町水道事業会計予算の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

      署 名 議 員  ８番 

 

        同    ９番 

 

 

 

 


